










認知症高齢者に対する抗精神病薬の使用をめぐる認識                                 
―認知症高齢者の治療とケアに携わる医療・介護職の自由記述分析― 
Prescription of Anti-Psychotic Medication for People with Dementia: 
A Qualitative Analysis of an Open-Ended Question Given to Staff Working 
for Dementia Care Units in Psychiatric Hospitals 
吉田さとみ 1) 河村圭子 1) 中平みわ 2) 
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Abstract 
The aim of this study is to identify perceptions of the use of psychotropic drugs among caregivers as 
well as medical staff working for dementia care units in psychiatric hospitals. An open-ended 
question which is part of our original questionnaire was analyzed by qualitative content analysis. 
eleven categories emerged from the data and the main categories are: 1) the difficulty of maintaining 
the safety / well-being of patients by care alone, 2) the advantages of the use of psychotropic drugs, 
3) the difficulty in psychiatric drug treatment, 4)the condition in which the psychotropic drugs are 
given at hospital, 5) the need of appropriate prescribing, and the different prescription among 
doctors, 6) the need for cooperation / collaboration by multi-disciplinary staff, 7) the importance of 
care not depending on medicine, 8) the use of psychiatric drug related to the lack of knowledge and 
skills among staff, and the needs of education,9) the difficulty in Individual care due to staff 
shortages, 10) the needs of education and supports for family caregivers, 11) the interpretation and 
dilemma of the use of the antipsychotic medication. The result indicated the necessity to improve 
the appropriateness of psychotropic drug prescription as well as the importance of 
nonpharmacological interventions.  
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カテゴリー サブカテゴリー コード 113
ケアのみで安全確保は困難である 2
ケアのみで心身の安定は困難である 3
共同生活を管理する上で投薬は必要である 1
BPSD悪化に伴う内服や拘束の必要性 BPSD悪化すると内服や拘束が必要になる 1
BPSDは施設の入所拒否につながる 1
BPSDは他患からの孤立につながる 1
精神疾患の併発による対応の困難性 精神疾患と認知症が併発している際の対応は難しい 3
抗精神病薬の投与により不安や興奮状態が抑えられ介入が
可能になる 1
初期に抗精神病薬を使用することの有効性 2
抗精神病薬の使用による看護・介護の負担軽減 抗精神病薬の投与による看護・介護の負担軽減 1
過鎮静のリスクがある 2
抗精神病薬の効果は色々で使用量が難しい 3
中核症状に有効な薬の活用が重要である 1
対応困難な場合のみ必要最小限の投薬をする 1
個々に合った処方が必要である 1
投薬によるADL低下の予防が前提となる 1
基準を設けることは必要である 1
患者のための使用目的 医療者や家族の都合で投薬してはならない 7
医師による治療や処方の違いに対する疑問 医師による治療や処方の違いに対する疑問 5
精神科医による処方の必要性 精神科医による処方が必要 3
医師への適切な情報提供の必要性 医師への適切な情報提供は必要 3
多職種連携の必要性 多職種連携の必要性 3
抗精神病薬を使用しないことによる症状の安定 抗精神病薬を投薬しない方が症状が安定する 5
周辺環境に応じたケアを優先させる 3
環境調整はＢＰＳＤの安定に有効である 4
環境に着目し対応策を考える 5
その人らしさのサポートで薬を減らすことができる 1
症状の改善にはケアの力が大きい 3
ケアにより症状の改善を図りたい 4
スタッフの知識と技術不足が抗精神病薬を使用する誘因 4
スタッフのアセスメント不足が抗精神病薬を使用する誘因 2
スタッフの能力差が抗精神病薬を使用する誘因 2
スタッフの知識と技術教育の必要性 スタッフの知識と技術教育が必要である 5
マンパワー不足があり個別対応は困難 4
マンパワー不足があり安全確保は困難 1
マンパワー不足に関連した抗精神病薬の使用 マンパワー不足があり抗精神病薬を使用する要因 9
人員配置基準や診療報酬を見直す必要性 人員配置基準や診療報酬見直しが必要 2
家族に対する教育とサポートの必要
性
家族に対する教育とサポートの必要性 家族に対する教育とサポートが必要 3
抗精神病薬を使用することへのジレンマ 3
抗精神病薬を使用することへの罪悪感 1
抗精神病薬の有害性に対する懸念 2
抗精神病薬の使用に対する合理的解釈 抗精神病薬の投与を合理化する解釈がある 3
ケアだけで安全・安寧を確保するこ
との困難性
BPSDによる孤立や施設入所の困難性
医師による処方の違いと適切な処方
の必要性
マンパワー不足に関連した個別対応
の困難性と人員配置基準を見直す必
要性
マンパワー不足に関連した個別対応や安全確保の困難
性
ケアだけで心身の安寧と安全を確保することの困難性
抗精神病薬使用上の条件
個々に応じた必要最低量
抗精神病薬の使用をめぐるジレンマ
抗精神病薬を使用することへのジレンマ
抗精神病薬使用上のメリット
抗精神病薬の使用による容易なケア介入
抗精神病薬による治療の困難性 抗精神病薬による治療の困難性
スタッフの知識や技術不足に関連し
た抗精神病薬の使用と教育の重要性
スタッフの知識や技術不足に関連した抗精神病薬の使
用
多職種による連携・協働の必要性
周辺環境に着目し対応策を考えることの重要性
薬に頼らないケアの重要性
ケアにより症状の改善を図ることの必要性
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